












被差別・社会的マイノリティの人権問題に関心を持ち、それ
を支援する人が増加して、地域コミュニティや、団体や行
政、企業等のネットワークが社会にできている。

関心を持ったり支援したりする団体や行
政、企業等の内容と数。ネットワークの内
容や形態。

被差別・社会的マイノリティの人権問題の
取り組みは小さな団体が多く、団体や行
政、企業等への働きかけの不足から、そこ
へのつながりができていない。

被差別・社会的マイノリティの人権問題に
関心を持ち、それを支援する人が増加して
いる。そして、地域コミュニティや、団体
や行政、企業等のネットワークが増加して
いる。

2024年3月（2023年
度）

被差別・社会的マイノリティの人権問題を社会に発信してい
くことで、その課題が社会に広く知られるようになる。

被差別・社会的マイノリティの当事者や支
援者による、定期的な情報発信の内容と
数。団体や行政、企業等の情報発信先の内
容と数。
情報発信先からの感想や反応の状況。

被差別・社会的マイノリティの人権問題の
取り組みは小さな団体が多く、財源やネッ
トワークの不足から、情報発信が十分にで
きていない。

団体が取り組む人権問題について、定期的
に情報発信ができて、その情報の発信先が
団体や行政、企業等に確保されている。そ
して、情報発信先からの関心や反応があ
る。

2023年3月（2022年
度）

被差別・社会的マイノリティの人権問題を学べる学習や交流
の場ができて、そこへの参加による学習が進んだり、それを
学べるツールが作られて、社会で活用されたりしている。

被差別・社会的マイノリティの人権問題を
学べる学習や交流の場の内容と数。学習
ツールの内容と数。団体や行政、企業等で
の活用状況と数。活用先からの感想や反応
の状況。

被差別・社会的マイノリティの人権問題の
取り組みは小さな団体が多く、財源やネッ
トワークの不足から、学習の機会が提供で
きていない。

被差別・社会的マイノリティの人権問題を
学べる学習や交流の場が定期的に開催され
ている。学習ツールが作られて、団体や行
政、企業等で活用されている。

2023年3月（2022年
度）

(5)短期アウトカム(資金支援) 指標 初期値/初期状態 目標値/目標状態 目標達成時期
被差別・社会的マイノリティの当事者や支援者のつながりが
できることで、当事者の安心とエンパワメントができる社会
になる。

被差別・社会的マイノリティの当事者や支
援者が、定期的につながりが持てる場の開
催やインターネットサイトの開設数や状
況。
そこでの当事者や支援者の感想。

被差別・社会的マイノリティは、差別と排
除により孤立しがちであり、当事者や支援
者がつながる場は作られてきているが、規
模が小さく、数も少ない。

団体が取り組む人権問題ごとで、被差別・
社会的マイノリティの当事者や支援者が、
定期的につながりが持てる場の開催やイン
ターネットサイトの開設がなされ、それが
当事者の安心とエンパワメントの場になっ
ている。

2022年3月（2021年
度）



被差別・社会的マイノリティをはじめとする人権問題への社
会の人々の関心が高まり、人権問題を身近に思う人が増加す
ることで、人権が尊重された社会になる。

人権意識調査における人権問題を知ってい
るとする内容とその人の数。
人権を身近に感じる人の数。

子どもや高齢、女性の人権問題、ハラスメ
ント等に比べて、LGBT（性的マイノリ
ティ）やホームレスの人権問題はあまり知
られていない等、被差別・社会的マイノリ
ティ等の人権問題への関心が低い状況であ
る。

被差別・社会的マイノリティをはじめとす
る人権問題を知っているとする人や、人権
問題を身近に思う人が増加する。

2026年3月（2025年
度）

被差別・社会的マイノリティ等が抱える生活や仕事等の課題
に対して、その人権問題への理解と結び付けた支援体制がで
きて、それが継続されることで、当事者の安心と生活等の安
定が図られている。

相談や支援の数。その継続の数。
相談や支援をした内容。その継続状況。
相談や支援の結果や当事者の感想からの自
立とエンパワメントの状況。

生活や仕事等への支援はあるが、その状態
に対する支援のみになっており、その背景
にある人権問題の解決や当事者のエンパワ
メントへの支援と結びついていない。

継続した生活や仕事等への支援がなされる
とともに、その背景にある人権問題の解決
や当事者のエンパワメントへの支援がはか
られている。また、その体制ができてい
る。

2024年3月（2023年
度）














